























































































































第一の予科練制度の位置づけについては、第 1 章と第 2 章、第二の出身者の処遇について










































































































































 第 5 章では、出身者の「学歴」認定問題について、旧軍人団体の動向と行政機関の対応に
照明を当てて検討した。文部省と人事院によって旧中卒の「学歴」認定にかかわる制度が
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